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  朗Ｖ連ニュース 

     

     

№。１５１ 

 

第 33回朗 V連交流会 盛会のうちに終わる 
穏やかな秋の一日、第３３回兵庫県朗読ボランティア連絡会

交流会が１１月１２日(火)午後１時から新長田ピフレホールに

て開催されました。 

朗Ⅴ連の１９グループと一般参加の方も含め、約２００名の

方々にご来場いただきました。また、ご多用の中、公益財団法

人 中山視覚障害者福祉財団 湯川洵氏はじめ、ご来賓や先輩幹

事の方々のご出席を頂き、盛会裏に交流会を終えることが出来

ました。 

 第１部では朗Ｖ連会員による朗読発表が行われ、神戸市の虹

グループ、加古川市のほほえみグループ、西宮市のトビアの会

グループがそれぞれ趣向を凝らした題材で熱のこもった朗読を

披露されました。素晴らしい出来栄えに賞賛の拍手が会場一杯

に響き渡りました。第２部では、笑福亭松喬氏による落語『初

天神にみる親子愛』で落語家ならではの話術と芸を堪能するこ

とができました。盗人（ぬすっと）噺が好きだと言われる松喬さん

に、しっかり私たちの心を盗まれてしまった感じです。ワーク

ショップでも、ボランティア活動のエピソードなどを通して温

かい人柄に触れることができ、朗読ボランティア活動を続けて

いく上で大きな励みとなりました。 

年に一度の交流会は、朗読ボランティアグループが集う貴重な

機会です。３グループの朗読発表に大きな刺激を受け、朗読活

動への意欲に繋がったことと思います。また、アンケートにご

記入いただいた貴重なご意見も真摯に受け止め、朗 V連活動に

活かしていきたいと思います。 

最後になりましたが、交流会にご協力いただいた関係者の皆

様とご参加いただきました皆様に厚く御礼申し上げます。 
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 交流会に参加して・・・題材決定！ あの
・ ・

「おあやや おあやまりなさい」ですか!! さぁー大変！ 

舌まわるかなーから始まり短期間での仕上げ。発表当日のリハーサルには各人のビミョーな温度差が感じられま

したが、本番には発声発音からスカーフの結び方まで見事克服。又、普段はややおとなしいと見られがちな“虹”

の殻も破れたかな？ 手前みそですが、本職の落語家さんをうならせる(？) 仕上がりをお届けすることができ

たのではと自負しております。  

あー、しんどかったです！ でも、とっても楽しかった！ 最後の皆さんの暖かく力強い手拍子ありがとうご

ざいました。 《虹一同》 
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交/流/会/ア/ン/ケ/ー/ト/よ/り 
 

○朗読とてもよかった。たくさん練習されたんでしょうね。 

○３グループの発表とてもよかった。私ももっと勉強しないとと反省しながら楽しんだ。 

○朗読は大変素晴らしく感激した。参考にさせていただきたく励みになった。 

〇朗読の上手さに感動した。まるで演劇を観ているようだった。 

○素晴らしい滑舌、早口言葉を一つのストーリーにする脚本の技、こんなこともできるのだと驚いた。作品

を完全に読みこなし、解釈されていた。作品、人物にあった発声、滑舌のよさ、素晴らしかった。 

○落語楽しく拝聴できた。ぜひ、寄席にも行きたい。 

○落語の説明おもしろかった。目線によってその場の情景を表現できることなど勉強できた。 

○松喬さんの「誘われたらやってみる！」同感。前に進むことによって新しい世界が広がっていく。 

○朗 V連参加グループが減っていることが残念。考える必要がある。 

○交流会は一年に一度「久しぶり～元気～」と声を掛け合えるのがとても嬉しい。 

○体操や声だしなど参加できるものもあればよかった。 

○グループの参加人数が少なくなってきているのが気になる。私たちグループも増やしていきたい。 

 

他にもたくさんのご意見・ご感想を頂きました。今後の朗Ⅴ連の活動に 

活かしていきたいと思います。ありがとうございました💛💛💛 

 

 
☆ワンダフルフェスタに参加して（2019.10.11） 

   台風の到来が心配される中、ホールを埋め尽くす観客の熱気と共にコンサートは始まりました。 

西本智美さんのすばらしい指揮とフルオーケストラの迫力の演奏、そして佐久間良子さんのつやや 

かな語り、あっという間に時間が過ぎていきました。素敵な秋の午後になりました。 

（りんどう 芦田清美） 
☆アイライトフェア 2019に参加して（2019.10.27） 

   神戸アイライト協会が NPOとして活動されるようになって 20周年を迎えられました。見えにく 

  い人、見えない人の心身共に支えてこられたスタッフの方の熱い思い、そしてその思いを受け止め、 

新しい一歩を晴眼者の思いやりのある声掛けでだれもが社会で活躍できるようにと学びました。 

（明朗会 赤木てる子） 

☆KLCバスツァーに参加して（2019.10.28） 
   観光バスで明石海峡大橋を渡り、洲本市にある養護盲老人ホーム五色園を訪ねました。緑の多い 

静かな場所に、県内外の視覚障害者６０名が暮らしています。介護制度上の不便な問題もあるそう 

ですが、施設は完全個室化され清潔で暖かい雰囲気。住民と交流を持つ入園者もいらして和やかに 

穏やかに過ごされている様子です。見学後は道の駅、うずしお科学館、人形座などへも訪れ、淡路 

島の食や文化を堪能し楽しく有意義な１日となりました。      （神戸草笛 藤原真理子） 

 

 

お知らせⅠ…新年度のグループ代表者・活動支援情報をお知らせください！ 
新年度のスタートに向けて、令和２年度代表者名簿を作成します。同封の令和２年度朗Ｖ連グループ代表

者名簿・活動支援情報作成資料にご記入の上、３月２０日までに返信用封筒にてご返送ください。 

活動支援情報は、朗Ｖ連へ様々な支援依頼が来た場合に速やかに対処できるよう参考にさせていただきま

すので、ご協力をお願いします。 

お知らせⅡ…KLC コンサート⇒ 2020年３月２７日(金) 開場 13：00 開演 13：30 

＊参加される方には、３月にチケットを配布します。 

お知らせⅢ…令和元年度幹事１名が代りました！ 
    （旧幹事）ともしび 河本敏子 ⇒ （新幹事）ともしび 坂井正子 

 

 


